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提
供
な
ど
、
社
員
目
線
で
の
説
明

が
重
要
に
な
る
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
で
は
、
社
員

の
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
と
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
構
築
が
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
。
ス
マ
ホ
や
Ｐ
Ｃ(

パ
ソ
コ
ン)

の
活
用
に
は
得
手
不
得
手
が
あ

り
、
こ
ち
ら
も
社
員
に
対
す
る
丁

寧
な
説
明
が
欠
か
せ
な
い
。

Ｒ
Ｐ
Ａ
の
活
用
で
は
、
業
務
プ

ロ
セ
ス
の
見
直
し
を
実
施
せ
ず
に

導
入
を
進
め
る
と
効
果
が
限
定
的

に
と
ど
ま
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
導

入
効
果
を
高
め
る
た
め
に
は
、
情

報
の
電
子
化
範
囲
や
作
業
の
集
約

化･

統
合
化
を
図
り
導
入
範
囲
を

拡
大
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
取
り
組
み
に
お
い
て

も
、
人
員
削
減
な
ど
見
え
や
す
い

価
値
だ
け
で
な
く
、
安
心
・
安
全

な
ど
見
え
な
い
価
値
と
、
実
行
し

な
い
リ
ス
ク
な
ど
も
踏
ま
え
た
上

で
費
用
対
効
果
を
検
証
す
る
必
要

が
あ
る
。

組
織･

人
材
の
強
化
を

社
内
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、

業
務
の
効
率
化
が
進
む
と
、
社
員

の
負
担
が
軽
減
し
、
思
考
に
充
て

ら
れ
る
時
間
が
増

え
て
く
る
。
業
務

内
容
に
精
通
し
た

社
員
が
、
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
る
社
内

の
変
革
を
実
際
に

経
験
し
、
デ
ジ
タ

ル
化
で
何
が
で
き

る
か
を
理
解
し
て

様
々
な
思
考
を
重
ね
る
こ
と
で
化

学
反
応
が
起
こ
り
、
自
社
に
Ｄ
Ｘ

を
実
現
す
る
社
内
土
壌
が
醸
成
さ

れ
る
。

ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
Ｄ
Ｘ
本

来
の
目
的
を
実
現
す
る
の
は
容
易

で
は
な
い
が
、
既
存
ビ
ジ
ネ
ス
の

デ
ジ
タ
ル
化
の
領
域
を
広
げ
、
組

織
・
人
材
の
強
化
を
し
て
い
く
こ

と
が
Ｄ
Ｘ
の
実
現
に
向
け
た
具
体

的
な
取
り
組
み
に
な
る
。

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
。
従
来
の
社
員
の
手
書
き
を
管

理
者
が
確
認
す
る
仕
組
み
で
は
、

手
書
き
日
報
と
運
行
予
定
と
の
整

合
性
確
認
な
ど
、
ド
ラ
イ
バ
ー
、

管
理
者
と
も
に
手
間
が
掛
か
っ
て

い
た
。
運
転
日
報
が
自
動
で
作
成

さ
れ
る
こ
と
で
、
作
成
す
る
ド
ラ

イ
バ
ー
の
負
担
や
、
管
理
者
の
確

認
負
担
な
ど
共
に
軽
減
さ
れ
、
労

働
時
間
の
削
減
に
も
つ
な
が
る
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
で
は
、
こ
れ

ま
で
紙
の
申
請
書
な
ど
で
実
施
し

て
い
た
社
員
の
経
費
精
算
業
務

を
、
社
員
が
自
ら
手
書
き
の
代
わ

り
に
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
情
報

を
活
用
し
た
り
、
ス
マ
ホ
で
領
収

書
を
撮
影
し
て
情
報
を
取
得
し
た

り
す
る
こ
と
で
、
社
員
の
経
費
精

算
業
務
を
軽
減
す
る
だ
け
で
な

く
、
そ
の
情
報
を
会
計
シ
ス
テ
ム

ま
で
連
携
し
、
経
理
担
当
者
も
会

計
シ
ス
テ
ム
へ
の
仕
訳
け
入
力
が

不
要
に
な
る
。

こ
の
二
つ
の
取
り
組
み
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
イ
ン
プ
ッ
ト
（
発
生

源
）
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
う
こ

と
」
で
あ
る
。
紙
な
ど
の
ア
ナ
ロ

グ
情
報
を
伝
達
し
て
い
く
こ
と

で
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
多
重
入

力
や
管
理
の
手
間
が
必
要
に
な

る
。
イ
ン
プ
ッ
ト
時
点
で
正
確
な

デ
ジ
タ
ル
情
報
を
作
成
し
て
お
く

こ
と
で
、
そ
の
後
は
活
用
だ
け
に

注
力
で
き
る
。

Ｒ
Ｐ
Ａ
の
活
用
は
「
デ
ジ
タ
ル

情
報
と
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
連
携
、

デ
ジ
タ
ル
情
報
の
定
型
活
用
」
が

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
。
既
に
デ
ジ

タ
ル
化
し
て
い
る
情
報
で
も
別
の

シ
ス
テ
ム
で
使
う
場
合
や
、
そ
の

情
報
を
基
に
定
型
資
料
に
活
用
す

る
よ
う
な
場
合
に
効
果
を
発
揮
す

る
。
従
来
は
人
が
単
純
作
業
と
し

て
行
っ
て
い
た
業
務
を
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
が
正
確
に
一
定

の
作
業
速
度
で
、
時
間
を
気
に
せ

ず
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

総
合
的
な
検
証
必
要

こ
れ
ま
で
挙
げ
て
き
た
よ
う
な

デ
ジ
タ
ル
化
に
は
、
い
く
つ
か
留

意
す
べ
き
事
項
が
あ
る
。

新
た
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
は
、

車
両
の
自
動
記
録
に
よ
る
デ
ジ
タ

ル
化
を
強
調
す
る
と
社
員
の
反
発

を
受
け
る
恐
れ
が
あ
る
。
日
報
作

成
の
簡
素
化
や
、
安
全
・
安
心
の

地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
）
な
ど
の
情

報
の
活
用
が
考
え
ら
れ
る
。
近
年

で
は
簡
単
に
車
載
Ｅ
Ｃ
Ｕ
か
ら
加

速
や
停
止
の
情
報
を
取
得
し
た

り
、
位
置
情
報
を
取
得
し
た
り
す

る
機
器
や
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

２
点
目
は
主
に
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
れ
ま

で
は
誰
か
が
手
書
き
の
伝
票
や
資

料
を
作
成
し
た
り
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
送
信

さ
れ
て
き
た
り
す
る
と
、
紙
に
よ

る
保
管
が
原
則
と
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
ら
を
で
き
る
だ
け
早
い
タ
イ

ミ
ン
グ
で
手
間
を
掛
け
て
で
も
デ

ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
原

則
は
発
生
時
点
の
デ
ジ
タ
ル
化
で

あ
る
。

３
点
目
は
単
純
作
業
な
ど
の
ロ

ボ
ッ
ト
化
で
あ
る
。
従
来
は
人
が

行
っ
て
い
た
単
純
作
業
を
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
に
代
替
さ
せ
る

Ｒ
Ｐ
Ａ
が
広
ま
り
つ
つ
あ
る
。

こ
れ
ら
３
点
を
実
践
す
る
上
で

は
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
し
て
次
の
取

り
組
み
が
考
え
ら
れ
る
。

・
新
た
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
（
特
に

安
全
・
品
質
管
理
の
電
子
化
）

・
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

・
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
活
用

取
り
組
み
の
具
体
例

具
体
的
な
取
り
組
み
例
は
図
３

の
通
り
で
あ
る
。

新
た
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で
は
、

車
載
Ｅ
Ｃ
Ｕ
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど
の
情

報
活
用
に
よ
り
、
非
常
に
大
き
な

効
果
が
見
込
ま
れ
る
。
現
行
の
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
法
で
は
、
物

流
事
業
者
は
運
行
管
理
者
を
置

き
、
運
転
日
報
の
記
録
、
管
理
を

た
、
支
援
活
動
領
域
で
は
企
業
活

動
を
行
う
上
で
必
須
と
な
る
会
計

シ
ス
テ
ム
や
人
事
給
与
シ
ス
テ
ム

な
ど
は
、
比
較
的
早
期
に
Ｉ
Ｔ
化

が
進
ん
で
い
る
。

一
方
、
支
援
活
動
領
域
の
中
で

も
特
に
安
全
管
理
や
労
務
管
理
な

ど
は
、
ま
だ
ま
だ
非
デ
ジ
タ
ル
な

領
域
が
多
い
。
こ
れ
ま
で
は
高
額

な
専
用
機
器
が
必
要
で
あ
っ
た

り
、
そ
も
そ
も
デ
ジ
タ
ル
化
す
る

手
段
が
無
か
っ
た
り
し
た
領
域
で

あ
る
。
近
年
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
中

で
は
特
に
専
用
機
器
の
コ
モ
デ
ィ

テ
ィ
ー
化
や
低
コ
ス
ト
化
が
進

み
、
シ
ス
テ
ム
導
入
が
し
や
す
く

な
っ
て
い
る
。
安
全
管
理
や
労
務

管
理
な
ど
の
領
域
の
シ
ス
テ
ム
導

入
を
進
め
る
こ
と
で
、
業
務
の
品

質
及
び
効
率
の
向
上
に
つ
な
げ
ら

れ
る
。
既
に
部
分
的
に
デ
ジ
タ
ル

化
し
て
い
る
業
務
で
も
領
域
を
広

げ
、
各
種
情
報
の
可
視
化
や
連
携

性
を
強
化
す
る
こ
と
で
効
果
を
更

に
高
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

（
図
２
）

実
現
へ
の
３
つ
の
柱

デ
ジ
タ
ル
化
を
行
う
上
で
留
意

す
べ
き
事
項
は

次
の
３
点
で
あ

る
・

あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
が
ネ
ッ
ト
に

つ
な
が
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
や
ス
マ
ー

ト
デ
バ
イ
ス
の
よ
う
な
電
子
機
器

の
情
報
を
活
用
す
る
。

・
一
度
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
デ
ー

タ
は
使
い
倒
す
。

・
業
務
プ
ロ
セ
ス
自
体
を
デ
ジ

タ
ル
化
す
る
。

１
点
目
は
車
載
Ｅ
Ｃ
Ｕ
（
電
子

制
御
ユ
ニ
ッ
ト
）
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
全

る
。
ま
ず
は
身
近
な
ビ
ジ
ネ
ス
の

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
取
り
組
み
を
推

進
し
た
い
。
（
図
１
）

物
流
企
業
に
お
い
て
は
、
主
活

動
領
域
で
は
他
業
種
同
様
に
Ｉ
Ｔ

（
情
報
技
術)

化
の
流
れ
も
あ
り


取
引
を
管
理
す
る
販
売
管
理
シ
ス

テ
ム
や
業
界
標
準
の
Ｅ
Ｄ
Ｉ
（
電

子
デ
ー
タ
交
換
）
の
導
入
な
ど
、

比
較
的
デ
ジ
タ
ル
化
は
進
ん
で
い

る
。
近
年
で
は
、
営
業
分
野
に
お

け
る
Ｓ
Ｆ
Ａ
（
営
業
支
援
シ
ス
テ

ム
）
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
化
も
完
了
し
て

い
る
企
業
が
増
加
し
て
い
る
。
ま

ジ
ネ
ス
を
主
流
と
し
て
展
開
し
て

い
る
企
業
で
は
無
関
係
の
よ
う
に

感
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
一
般
的
な
企

業
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
｢
あ

ら
ゆ
る
面
で
よ
り
良
い
方
向
に
変

化
さ
せ
る
」
と
い
う
意
味
を
既
存

ビ
ジ
ネ
ス
に
当
て
は
め
れ
ば
｢

デ

ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
よ
る
生
産
性

の
向
上
や
コ
ス
ト
削
減
、
品
質
の

向
上
、
ま
た
そ
れ
ら
を
担
う
組
織

の
変
革
」
と
と
ら
え
ら
れ
、
取
り

組
み
の
方
向
性
が
見
え
て
く
る
。

実
際
、
日
本
企
業
の
多
く
は
Ｄ

Ｘ
の
現
在
の
主
流
を
「
業
務
の
効

率
化
に
よ
る
生
産
性
の
向
上｣(

デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
推
進
人
材
の
機
能
と
役
割

の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
＝
２
０

１
９
年
４
月
12
日･

Ｉ
Ｐ
Ａ
よ
り)

と
と
ら
え
て
い
る
。

ま
ず
は
デ
ジ
タ
ル
化

多
く
の
企
業
で
は
、
ま
だ
ま
だ

業
務
に
お
け
る
デ
ジ
タ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
や
デ
ジ
タ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

が
不
足
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ
イ
ゼ

ー
シ
ョ
ン
は
紙
情
報
の
電
子
化
な

ど
ア
ナ
ロ
グ
情
報
か
ら
デ
ジ
タ
ル

情
報
へ
の
変
革
で
あ
り
、
デ
ジ
タ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ロ
セ
ス
や
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
全

体
が
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
こ
と
で
高

付
加
価
値
・
高
効
率
化
し
た
状
態

で
あ
る
。
Ｄ
Ｘ
以
前
に
こ
の
２
ス

テ
ッ
プ
の
「
デ
ジ
タ
ル
化
」
の
取

り
組
み
が
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
革
命

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
と
は
「
Ｉ
Ｃ

Ｔ(

情
報
通
信
技
術)

の
浸
透
が
人

々
の
生
活
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
よ
り

良
い
方
向
に
変
化
さ
せ
る
」
こ
と

だ
と
言
わ
れ
て
い
る(

総
務
省･

情

報
通
信
白
書
平
成
30
年
版
よ
り)



も
う
少
し
具
体
化
す
る
と
、
「
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
新
規
製
品
・
サ

ー
ビ
ス
の
創
出｣

や｢

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
現
在
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
根
本
的
な
変
革
」
と
言
え
る
。

実
例
と
し
て
よ
く
取
り
上
げ
ら

れ
る
の
は
、
米
ウ
ー
バ
ー
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
ズ
に
よ
る
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
の
位
置
情
報
と

自
分
自
身
の
空
き
時
間
と
自
家
用

車
（
ま
た
は
タ
ク
シ
ー
）
を
利
用

し
た
配
車
サ
ー
ビ
ス
や
、
米
エ
ア

ビ
ー
ア
ン
ド
ビ
ー
に
よ
る
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
個
人
宅
や
空

き
部
屋
な
ど
を
活
用
し
た
民
泊
を

仲
介
す
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
あ

る
。
い
ず
れ
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
従
来
の

枠
組
み
や
ル
ー
ル
が
崩
壊
し
、
新

た
な
も
の
に
切
り
替
わ
る
ゲ
ー
ム

チ
ェ
ン
ジ
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
っ

て
い
る
。

ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
は
、
既
存
ビ

は
し
も
と
・
た
か
の
ぶ

埼
玉
大
学
経
済
学
部
卒
業

後
、
第
一
勧
銀
情
報
シ
ス
テ

ム
（
現
み
ず
ほ
情
報
総
研
）

に
て
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
、

シ
ス
テ
ム
企
画
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
従

事
。
２
０
０
０
年
の
さ
く
ら

総
合
研
究
所
入
所
を
経
て
、

日
本
総
合
研
究
所
。
ビ
ジ
ネ

ス
シ
ス
テ
ム
革
新
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
Ｉ
Ｔ
ガ

バ
ナ
ン
ス
構
築
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ
支

援
な
ど
Ｉ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
に
も
幅
広
く
携
わ
る
。

物流企業に広がるＤＸ

｢
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ｣

が
鍵

シ
ス
テ
ム

導

入

安
全･

労
務
管
理
に
も

／

リ
サ
ー
チ･

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
門

日
本
総
合
研
究
所
／
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